
（案） 

プラン（プロジェクト）具現化に向けた行政の支援について 

 

１．基本方針 
守山市（行政）は地域の取組を応援します。支援の方向として、以下の３つを柱とします。活

動の自主性・自発性を損なわないよう注意しながら、地域と行政が協働のもとプラン（プロジェ

クト）の具現化に向けて全庁的な支援を行い、順次取り組んでいくこととします。 

 

1. 地域における取組の支援 

2. 市による事業化の実施 

3. 進捗管理の実施 

 

 

２．支援の方策 
(１) 地域における取組の支援 

地域における取組のサポートを積極的に行います。 

 

地区会館 

それぞれの地域プロジェクトに対する取組の実施主体および運営主体のサポートを行うため、

地区会館の積極的関与を推進します。 

・ 実施主体の立上や後押し 

・ 行政内部における連携調整 

 

担当部署 

具現化を進める為の担当部署を定め、それぞれのプロジェクトに対する取組を推進します。 

・ 事業を実施する際の調整（必要に応じて既存団体や他団体、関係機関との連携、課題に対す

る対応策ついての相談・情報提供、調整など） 

・ 話し合いを進める際の進行などの支援 

・ 庁内各課や国県等や関係機関との協議連携 

 

具現化を促進する経費の負担 

 地域プロジェクトの具現化を進めるための経費を一定額支援します。 

・ 地域プロジェクトの具現化を進める為の経費について、まずは既存制度を積極的に活用し、

支援します。 

・ その他、地域の取組を推進する為の経費支援についても、現在、検討を進めています。 



 

 

 

(２) 市による事業化の実施 

施設整備や改修など、行政における事業化が必要なものについては、地域における取組の状況

や市の財政状況等（国・県の補助金、交付金を含む）を勘案する中、順次担当部署にて事業化を

行います。 

  

(３) 進捗管理の実施 

 地域や市の進捗状況を両者が共有する場を設定し、進捗管理を行います。それぞれの取組にお

ける課題を共有するとともに、対応策等について両者が共に考えプラン（プロジェクト）の推進

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



具現化を促進する経費の負担 

 地域プロジェクトの具現化を進めるための経費を一定額支援します（市による事業としての経

費負担についても積極的に検討）。 

・ 会議運営経費 

・ 取組の実現および理解を深めるための学習会経費 

・ イベントの実施に伴う経費 

（具体的な取組内容の話合を基に各会館にて調整のうえ予算の範囲内で支援） 

 


